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12 改正個人情報保護法案が参議院で審議中
条文に盛り込まれた「不正取得罪」
誰もが犯罪者になりかねない社会へ
◉臺 宏士

13 ◆記者にとっても大きなリスク◉西村 誠

17【特集】米国独立250年 さまよえる超大国
18 世界的病症「民主主義の崩壊」
権力者の暴走と大衆の脆弱性◉大矢英代

22 徹底した拡張政策
他国内で明け暮れる「国家犯罪」◉太田昌

24 「世界支配」の野望が破綻する日は近い
イラン戦争で明らかになった
軍事覇権の限界◉成澤宗男

27 戦後日本が到達した「境地」
いたずらに対中緊張を高め
代償を高め続ける高市政権◉白井 聡

31 ◆「対米自立」を旗印に静かなる「独立戦争」の宣戦布告を
◉南丘喜八郎

32 米国独立250年を考える10冊◉三牧聖子

34 維新・藤田氏による『赤旗日曜版』記者さらしが脅迫事件に発展
問われる政治家の「犬笛」責任◉山本豊彦

40 パレスチナからの報告  イラン攻撃とイスラエルの野望 ③
スモトリッチは、トルカレムを 
こうやって「ガザ化」する◉小田切拓
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6 きんようアンテナ
米国・イラン合意内容、海外のメディアはどのように報じたか
◉和田浩明
高市首相が就任後初出席、厳戒下で行なわれた沖縄全戦没者追悼式
◉下地 毅
国旗損壊等処罰法案が今国会で成立へ、国民民主党も共同提出
◉佐藤和雄
日野町事件再審は検察有罪立証せず、阪原弘さん「無罪」事実上確定
◉粟野仁雄

「外国人不法就労防止条例」案可決、撤回求める動き続く
◉崎山勝功

44 【提携連載企画】 〈人質司法〉 悪党たち 14
「レンゴウコウツウロウレ」からの55万円
大阪広域協に謝罪した後に
◉Tansa渡辺 周、中川七海

47 芸能時評（5）
時代を超えて「愛される問題作」◉阪 清和

50 報道の自由度日本62位 志を失った「日本の主流メディア」
悪化する「記者クラブの弊害」◉柴山哲也

52 復元船の日本寄港きっかけに日韓市民の草の根交流開始
「朝鮮通信使は生きている」 

◉馬郡昭彦

米国のシンボル、自由の女
神像の正式名称は「世界を
照らす自由」。足元のちぎれ
た鎖と足かせは、奴隷制度
や弾圧・抑圧からの解放を
示しているという。だが米国
の現状はどうか。他国を抑圧
し世界を暗黒にする悪政の

連続に、女神も嘆いている。（提供／rosovskyi・PIXTA）

今週の表紙

き ん よ う ぶ ん か

【本】
『波の子どもたち』◉すんみ
『サッカー報道とナショナリズム 「日本人らしい」プレーとは
何か』◉長瀬 海
『はくしむるち』◉土佐有明
【映画】『大統領のケーキ』◉さこうますみ
【音楽】『輝けるマヘリア』◉松村 洋
【美術】ロン・ミュエク◉薄井崇友
【TVドキュメンタリー】◉ワタナベ = アキラ

54

56

57

【お金】
PCやスマホに残る「デジタル資産」 
中には相続の対象になるものも◉内藤眞弓
新・買ってはいけない（427）
マヨラーじゃなくても気になる 
「マヨネーズ」の中身◉沢木みずほ
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く ら し の 泉


